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 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 １２⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 

 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

   葛⻄教室の声をお届けします。 

               「年末です。１年のしめくくりです。⼤晦⽇です。  」 

 教務スタッフ 篠塚 雅之 

  2021年もコロナの影響で制限ある⽣活を過ごすこととなりました。そ 
 の中でも毎⽇全⼒で学習をしてきた皆様にとって2022年が良い年になり 
 ますよう、⼼より祈っております。 
  それにしても、2021年もあっという間に過ぎていったように思えま 
 す。毎年のようにそう思うのですが、今年は個⼈的にすさまじく早く感 
 じます。「光陰⽮の如し」という⾔葉がありますが、⼸道をやっていた 
 僕にとっては「光陰は⽮より疾し」と感じるこの頃です。 
  年末といえば⼤晦⽇、皆さんのご家庭ではどのような過ごし⽅をして 
 いるでしょうか。受験⽣の皆さんはラストスパートですね︕⾃分⾃⾝の 
 未来のために、油断せず気合を⼊れていきましょう︕⼤晦⽇といえば、 
 ⼤掃除をして、年越し蕎⻨を⾷べて、除夜の鐘を聞きつつ1年を振り返っ 
 て・・・。というのが⼀般的ですね。紅と⽩に分かれて歌で競う番組や、笑ってしまうと罰ゲームの番 
 組などをゆったりとご覧になる⼈もいることでしょう。1年の終わりだからと、やり残したことはない 
 かなど考えて、そわそわしつつも、静かで何となく落ち着いた空気の年末が個⼈的に⼤好きで、毎年⼼ 
 のどこかで年末を楽しみにしています。僕の実家は、年末でなくとも⼈の往来が少ないほどの⽥舎なの 
 で、余計に落ち着いているのもありますが、コロナでいつ帰れるやら・・・。 
  ⼤晦⽇という名称、⼤晦⽇に蕎⻨を⾷べる、⼤晦⽇の夜から元⽇に向けて除夜の鐘を108回打つ、こ 
 れらには意味があるのですが、1年のしめくくりである⼤晦⽇について理解したうえで過ごしてみる 
 と、過ごす⼼持ちも変わってくるかもしれませんね。 

 ■⼤晦⽇の名称 
  ⼤晦⽇という名称については「太陽暦」と「太陰暦」についての理解をしておくと、とてもわかりや 
 すくなります。現在の暦は1ヶ⽉あたり30⽇〜31⽇という太陽暦ですね。暦と季節のずれはわずかで、4 
 年に1回の「うるう⽇＝2⽉29⽇」を設けて調整できる正確さです。 
  これに対して、昔の暦は太陰暦という、⽉の動きによって作られた暦です。29.5⽇で⽉の満ち⽋け 
 が1周することにあわせ、29⽇〜30⽇で1ヶ⽉としました。12か⽉で354⽇となるため、2〜3年に1回 
 「うるう⽉」を設けて調整していました。年によっては13ヶ⽉というのは、なかなか想像できません 
 が、⽉を⾒上げれば本⽇は何⽇かわかるというのも美しいなと思います。新⽉が1⽇、満⽉が15⽇、 
 新⽉に向けて⽉が⾒えなくなる頃を30⽇としました。 
  昔の⼈々は1ヶ⽉あたりの⽉の形に対しても思いを込めて名称をつけていました。現代では満⽉の時 
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 に話題になりますが、それ以外の⽉の形には満⽉ 
 ほど関⼼を抱いていない⼈が多いかと思います。 
 そこからも現代と昔の⼈の、⽉に対しての思いの 
 違いがうかがえますね。14⽇が⼩望⽉、15⽇が望 
 ⽉、16⽇は満⽉よりも少し遅れて出てくる様⼦を 
 「出てくるのをためらっているようだ」とみな 
 し、⼗六夜と書いて「いざよい（「ためらう」と 
 いう意味）」、17⽇はさらに⽉が出るのが遅く、 
 ⽴って待っているということから⽴待⽉、18⽇が 
 居待⽉・・・と、由来が⾯⽩くもあります。 
  ⽉のはじめは「⽉⽴ち＝朔⽇（ついたち）」と 
 呼び、⽉が⾒えなくなる状態の「⽉ごもり」がな 
 まり、晦（つごもり）と呼んでいました。満⽉の 
 後のつごもりは30⽇⽬であったこと、また、30⽇ 
 のことを「みそか」と呼んでいたこと（30歳にな 
 ると「三⼗路（みそじ）」というので現代でも使 
 われていますよね）から1年の終わりとなる晦⽇ 
 を⼤晦⽇と呼んできたようです。 

 ■⼤晦⽇の由来 
  ⼤晦⽇は平安時代から歴史があると⾔われています。稲の豊作をもたらしてくれ、⾷べ物に困ること 
 なく⽣活をもたらしてくれる神様である歳神様（としがみさま）を正⽉にお迎えする準備の⽇が⼤晦⽇ 
 とされていました。⼤晦⽇の夜に歳神様がお越しになるのを待ち、⼀晩中起きておくという⾵習があっ 
 たようです。もし早く寝てしまったら⽩髪になってしまうという⾔い伝えや、シワができてしまうとい 
 う⾔い伝えがあったとされています。 

 ■⼤掃除について 
  年末の⼤仕事のひとつに⼤掃除がありますね。普段からどんなに綺麗にしているつもりでも、そうは 
 いかないもので、⼤晦⽇は簡単な掃除で済ませようと思っても、気になるところが出てきて、気が付け 

 ば⼣⽅・・・となってしまいがちです。掃除中に懐かしいものを 
 ⾒つけ、感慨深くなっているうちに掃除が遅れ、ということも⼣ 
 ⽅までかかる原因です。わかってはいるけれど、つい・・・とい 
 う感情です。今年こそ早めに掃除を終えようと思う次第ですが、 
 ⼤掃除はいつから始まったのでしょう。 
  ⼤晦⽇は歳神様を正⽉にまつる準備とした⽇という⾵習があり 
 ましたが、江⼾時代になると、歳神様を迎えるために、⼤掃除を 
 したことが、現代にも残っているようです。天井や壁にたまった 
 1年分のすすを払う煤払い（すすばらい）が⼤掃除の原形と⾔わ 
 れています。⼤掃除は12⽉中旬から⼤晦⽇までに終わらせるとい 

 う習わしがあります。ちなみに元旦に掃除をしてしまうと、お迎えした歳神様も掃き出してしまうの 
 で、新年に⼤掃除はしないようにしていました。 

 ■除夜の鐘 
  ⼤晦⽇の夜、除夜の鐘が鳴ると「いよいよ今年も終わるなぁ」としんみりとした感情、次の年はどん 
 な年にしていけるかワクワクする感情、様々な感情に包まれますね。学⽣の頃の僕は、毎年窓を開け 
 て、除夜の鐘の⾳に⽿を傾け、1年を振り返っていました。鐘や鈴の⾳には浄化作⽤があると⾔われて 
 いますが、まさに穏やかな思いで新年を迎えようという感覚でした。今住んでいる近くにお寺がなく、 
 除夜の鐘が聞こえないのが、そこはかとなく寂しいですね。 
  1年の最後の⽇で、古い年を除き去り、新しい年を迎える⽇という意味で、⼤晦⽇を「除⽇」ともい 
 います。除⽇の夜を除夜と呼び、除夜にお寺で梵鐘（ぼんしょう）を鳴らすから除夜の鐘といいます。 
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  除夜の鐘を鳴らす回数はご存じの⽅が多いかと思います。仏教では、⼈間の⼼を惑わせる、悩ませる 
 煩悩が108あり、煩悩を払うために梵鐘を108回つくという説があります。また、これを機会に調べてみ 
 たところ、四苦⼋苦が由来という説もあるようです。四苦 
 ⼋苦とは仏教における「苦」の分類で⼈間のあらゆる苦し 
 みのことを指します。しく（4×9=36）とはっく（8×9=72） 
 を⾜した108回梵鐘をつくともいわれています。 
  除夜の鐘の起源は中国の寺院で⾏われていた⾵習という 
 のが有⼒説のようです。仏教発祥のインドでないことに驚 
 きです。⽉末になると中国の寺院では、夜に108回鐘をつい 
 ていたのが、やがて⼤晦⽇のみとなり、鎌倉時代に⽇本の 
 禅宗の寺院に伝わっていき、室町時代で⼤晦⽇に梵鐘を108 
 回つくことが広まって、江⼾時代には現在のように多くの 
 寺院での⾵習となっていったということでした。 

 ■年越し蕎⻨ 
  ⼤晦⽇の夜といえば「年越し蕎⻨」ですね。年越し蕎⻨の習慣は江⼾時代から広く世間に広まったと 
 ⾔われています。蕎⻨を⾷べるようになった理由については、諸説あるようですが、年越し蕎⻨にたく 
 さん存在する呼び名から、たくさんの説があることがわかるかもしれませんね。 
  年越し蕎⻨は、つごもり蕎⻨、みそか蕎⻨、寿命蕎⻨、縁切り蕎⻨、年切り蕎⻨などの呼ばれ⽅もし 
 ています。⽇本⼈は昔から縁起を担ぐものが⼤好きで、年越し蕎⻨もそんな感覚からきていると考えら 
 れているのかなと思います。寿命蕎⻨という名称の通り、蕎⻨の細く⻑くのびる姿から寿命をのばせる 
 ようにと願って、蕎⻨を⾷べるようになったという説があります。蕎⻨の姿からは「家族の縁が末永く 
 続いてほしい」という願いや、家名や⾎が途絶えず続いてほしいという願いもこめられているという説 
 もあります。また、縁切り蕎⻨という名称は、蕎⻨の切れやすいという特徴から、今年の苦労を断ち 
 切って、新たな気持ちで新年を迎えるという縁起を担いだとも⾔われています。他にも⾦運にちなんだ 
 名称などもありますが、縁起をかついで次の1年を前向きに迎えようという姿勢がうかがえますね。 

  1年もしめくくりです。⼤晦⽇に1年をゆったりと顧みて「新たな1年をどう⽣きていくか」というこ 
 とをじっくり考えていきたいですね。来年も健康第⼀でまいりましょう。 

   葛⻄教室の声をお届けします。 

               「次の学年の準備をいつ始めるか︕︖  」 

  新年を迎えると次学年の⽬標も決めていきますよね。現受験⽣の⽅は悔いのない受験にすること、現 
 中2・⾼2の⽅は受験学年として1年せいいっぱい努⼒すること、現中1・⾼1の⽅は2年⽣でさらなるレベ 
 ルアップをすることなど、⽬標は学年によって異なります。 
  これら⽬標のための動き出しは新学年になってからでは遅いのです。1⽉中旬には⼤学⼊学共通テス 
 トと、渋幕や市川などの千葉県最難関私⽴⾼校⼊試の実施、2⽉中旬から都内の国私⽴⾼校⼊試、そし 
 て下旬には公⽴⾼校⼊試と国⽴⼤学⼆次試験が実施されます。現2年⽣はあと13〜14ヶ⽉で⼊試が始ま 
 りますので、すでに準備をしていることが理想です。また、現中1・⾼1の皆さんは2年次になる前の総 
 復習をしていきますね。1年⽣が終わる頃に総復習をするより、冬の段階から既習事項の復習をしてお 
 くと時間に余裕をもって弱点克服ができます。 
  どの学年にとっても、次年度の準備は春からでは遅く、冬からしていく必要があります。⽬標のため 
 に何とかしたい、このままの状態にしておきたくないという⽅、いつでも葛⻄教室に相談にお越しくだ 
 さい。今は受講していない⾼校⽣も⼤歓迎です。⾃分にあった適切な学習⽅法か、改善すべきところが 
 あるか、志望⼤学に向けての学習計画は適切かなどの学習⾯や進路⾯の相談などの不安を、⾯談などで 
 解消していきましょう。 
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